
今月の野菜

野菜情報 2025.1027

主要産地

れんこんのあれこれ
～見通しの良い縁起物とされる「れんこん」～

調査情報部

薄桃色の美しい花が咲いた後、実の入った
花托が肥大しこれが「蜂の巣」に似ているこ
とから「はす」となり、はすの肥大した地下
茎が、食用となる「れんこん」である。中国
原産ともインドやエジプトが原産ともいわれ
るれんこんは、食用のものは、日本では奈良
時代の書物に記載があり、仏教とともに伝え
られたとみられている。古代インドでは、神
が「はす」から誕生したという神話から多産
の民族信仰につながった。また、穴があいて
いることから、日本でも「見通しが良い」と、
縁起の良い食べ物とされ、正月料理や慶事に
欠かせない野菜である。れんこんは、畑では

なく、水田や沼沢地で育つ。戦国時代に各地に
造られた城の濠

ほり

に必ずといっていいほど「はす」
が浮かんでいたのは、いざ戦となった場合の非
常食用に栽培されていたという説もある。
現在、日本国内で流通しているれんこんは、
明治時代以降に中国から導入した品種を改良
したものが主流となっているが、地名をとっ
た地域特産のものとして、色が白くもっちり
とした粘りとシャキシャキした食感を併せ持
つ「岩国れんこん」（山口県岩国市）や、太く
て肉厚で、節ごとに根元はもちもち、先端は
シャキシャキとした食感の石川県の加賀野菜
の一つでもある「加賀れんこん」などがある。

①茨城県
　周年

④愛知県
　9月～4月

資料：農林水産省「令和５年産野菜生産出荷統計」
　注：図中の番号は収穫量の多い順番、期間は主な出荷期間を表している。

③徳島県
　10月～12月

⑤山口県
　9月～3月

⑧兵庫県
　9月～2月

②佐賀県
　8月～4月

⑥熊本県
　5月～12月

加賀れんこん（石川県）岩国れんこん（山口県）

蓮
はす

の花と実

⑦岡山県
　9月～12月



野菜情報 2025.1028

令和６年の作付面積は、4030ヘクタール
（前年比99.8％）と、前年並みであった。
上位５県では、
◦茨城県�1770ヘクタール（同 100.0％）
◦徳島県� 521ヘクタール（同 100.0％）
◦佐賀県� 436ヘクタール（同　95.8％）
◦愛知県� 210ヘクタール（同　97.7％）
◦山口県� 202ヘクタール（同 100.0％）
となっており、作付面積の上位５県の占め
る割合は、全国の77.9％を占めている。

令和６年の出荷量は、４万3700トン（前
年比92.0％）と、前年に比べてかなりの程
度減少した。
上位５県では、
◦茨城県� ２万2700トン（同　88.3％）
◦佐賀県� 4380トン（同 101.2％）
◦徳島県� 3700トン（同　95.1％）
◦愛知県� 2710トン (同 107.1％）
◦山口県� 2240トン (同　97.4％）
となっており、出荷量の上位５県の占める
割合は、全国の81.8％を占めている。
佐賀県および愛知県の作付面積は、前年と
比べて減少したものの、出荷量は前年よりも
増加した。

出荷量上位５県について、10アール当た
りの収量を見ると、茨城県の1.48トンが最
も多く、次いで愛知県の1.36トン、佐賀県
の1.35トンと続いている。その他の県で多
いのは、兵庫県の1.59トンであり、全国平
均は1.29トンとなっている。

作付面積・出荷量・単収の推移
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資料：農林水産省「令和６年産野菜生産出荷統計」

作付面積の推移

資料：農林水産省「令和６年産野菜生産出荷統計」

出荷量の推移

資料：農林水産省「令和６年産野菜生産出荷統計」

令和６年産の主産地の単収



野菜情報 2025.1029

れんこんの品種は、明治初期に中国から導
入された中国種と在来種に分けられ、現在流
通しているのは中国種がほとんどである。中
国種は、晩生で高温期に急速に生育する。ま
た、在来種に比べ粘り気が少なく粉質の触感
が特徴で、主な品種として「備

びっちゅう

中」や
「杵

き し ま

島」などがある。在来種は、早生で低温
に強いため一部の地域では早どり用として栽
培されている。主な品種に「天

てんのう

王」や

「上
か ず さ

総」などがある。関東ではふっくらと丸
い金

かな

澄
すみ

系やだるま系と呼ばれる品種が比較的
好まれる。「金澄」は中国種と在来種を交配
して誕生したもので、シャキシャキ感が強い
のが特徴である。関西では長い形状が好まれ、
節間が細長い「備中」や、「白花種」など地
域特産に利用されている品種は、もっちりと
した食感でうまみが強い。

東京都中央卸売市場の月別入荷実績（令和
６年）を見ると、茨城産がそのほとんどを占
め、周年で入荷がある。秋から冬が旬である

ため、９月から入荷が1000トンを超え、正
月用の商材としての需要が高く12月が需要
の最盛期となる。

東京都・大阪中央卸売市場における月別県別入荷実績

作付けされている主な品種等

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：令和６年東京都中央卸売市場年報）
注：（ ）内の数値は、月別入荷量全体に占める割合（％）である。

令和６年　れんこんの月別入荷実績
（東京都中央卸売市場計）
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資料：関係者聞き取りにより農畜産業振興機構作成



野菜情報 2025.1030

大阪中央卸売市場の月別入荷実績（令和６
年）を見ると、徳島産や茨城産が主産地とし
て周年入荷があり、その他佐賀産や、数量が
少なくなる夏場（６～７月）には熊本産が見

られる。東京市場と同様に１～６月にかけて
減少しながら推移し、７月以降、年末にかけ
て増量し12月がピークとなる。

東京都中央卸売市場における国産れんこん
の卸売価格は、入荷量の最も少ない６月に
ピークとなる。入荷量が増加する９月以降か
ら年末を経て４月頃までは、１キログラム当
たり400円程度で推移する。全体的に野菜

が高値であった令和６年の東京都中央卸売市
場における価格は、１キログラム当たり313
～1084円（年平均430円）で推移した。直
近３年で見ると、令和４年の１～７月にかけ
ての価格が他の２年よりも高値で推移した。

東京都中央卸売市場における価格の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：令和６年大阪市・大阪府中央卸売市場年報）
注：（ ）内の数値は、月別入荷量全体に占める割合（％）である。

令和６年　れんこんの月別入荷実績
（大阪中央卸売市場計）
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」）

卸売価格の月別推移（国内産・れんこん）
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野菜情報 2025.1031

れんこんの輸入は塩蔵等れんこんが大部分
を占め、そのほとんどが中国から水煮など加
工・業務用として、周年輸入されている。平
成29年から令和２年まで、年々減少傾向で

推移したが、２年以降の５年間は、多少の増
減はあるものの、3200トンを上回り横ばい
で推移している。

輸入量の動向

近年のれんこんの１人当たり年間購入数量
は大きな変動はなく、400グラム前後で推
移している。一年を通して店頭に出回ってい
るが、旬は秋から冬にかけてであり、特に「ん」
がたくさん付くものを食べると「運」がつく
という験

げんかつ

担ぎなどから、縁起物として正月な
どに向けた年末需要が強い。
れんこんは、食物繊維とビタミンCを豊富
に含む。食物繊維には整腸作用や血中コレス
テロールの低下作用があり、ビタミンCは強
い抗酸化力を持ち、動脈硬化や脳卒中、がん

などの病気の予防、皮膚や骨粘膜を強化する
働きが期待できる。その他、野菜の中ではビ
タミンB12も多く、鉄分の吸収を高めるので、
貧血気味の人は、鉄分の多い食品と一緒に食
べると良い。熊本県を代表する郷土料理の一
つである「からしれんこん」は、病弱だった
熊本城主細川忠利に、玄宅和尚が造血剤とし
て食べるように勧め、藩のまかない方が工夫
したものとされる。やがて城主は剛健となっ
たというエピソードもある。
れんこんを使ったレシピを以下に紹介する。

れんこんの消費動向

〇れんこんのおすすめレシピ〇

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

れんこん　国・地域別輸入量の推移（塩蔵等）
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：総務省「家計調査年報」）

1人当たり年間購入数量の推移
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